
海外展開企業紹介

アジアカーボンニュートラルセンター



インドネシア・スラバヤ市に設置・稼働した
ごみの分別 ・ 回収施設「スー パ ー デポ」（当時）
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インドネシア・スラバヤ市に設置・稼働した

生ごみの堆肥化施設（当時）

これまでどのような国際協カ・海外ビジネス展開を行ってきましたか？

廃棄物分野でも、中小企業が単独で海外展開を進めることは難しく、私たちも当初は現地自治体との折衝で苦労を重ね

ました。その中で、アジアカ ー ボンニュー ト ラルセンタ ー のような公的機関から橋渡しや後押しといった「伴走支援」を受け

られたことは、海外展開の推進において非常に助かりました。

海外展開は、国内業務だけでは得られない視野や知見の拡大、新たな取引先との関係構築、そして社員の成長といった

多く のプラス効果をもたらしています。例えば、社内では外国人アルバイトを雇用しているのですが、意思疎通には、社員

は 自発的に翻訳アプリを活用してコミュニケ ー ションを取ることが 定着しているなど、外国人材への抵抗感が薄いという

風土が 醸成されていると感じます。

さらに、若手が集まりに く い廃棄物処理業界において、海外事業への挑戦は「面白い職場」として注目され、採用応募の

増加につなが るという期待も あります。実際、若手営業マンをヨ ー ロッパ視察に 同行させ、その経験を当社が年1回主催

する「環境ビジネスコンテスト」で発表させるなど、若いうちから海外を経験する機会を提供し、大きな反響を得ています。

当社工場で働く外国人アルバイト 若手営業マンの社内ビジネスコンテストでの発表の様子

今後の展望について教えてください

当グル ー プは、自社開発のシステムが世界中ど こでも利用可能であるため、「日本中心」という意識を持たず、ボー ダー レ

スな事業展開を推進しています。特に、社内にベトナムやインドネシア出身の若手スタッフが在籍していることから、これ

ら二国を重点地域として展開を加速させています。1つの事例としては、2027年に資源循環分野で育成就労や特定技能

の受け入れが始まることを見据え、その受け入れ窓口となる登録支援機関を設立しました。この支援機関では、通常の言

語・文化教育に 加え、環境や職業習慣など に 関する独自の研修を提供します。研修を修了した実習生は、廃棄物一 元管理

システム「bee-net system」の顧客を通じ、同業他社への派遣も想定しています。派遣先に向けた教育として、受け入れ

体制のサポ ー ト、特に多文化共生の意識の醸成も図ります。これにより、当社は業界全体が抱える人材不足の課題解決

に貢献するだけでなく、同業者に対し、システムだけでなく事業の安定化に直結するサ ービスも総合的に提供することを

目指しています。






